


この数年の間に、ハワイでも、カナダでも大きな山火事が
ありました。災害の現状は紹介されても、そこに至るまでの
乾燥状況の具体的な紹介は乏しい気がします。

昔から不幸を招く気候はあったはずです。不安なときに幼
稚な鶯の一声や梅の花の蕾、高貴な香りで人は慰められ、歌
の一つも詠んで発想を転換して力を得たのかなと考えます。

単に大気中の湿度だけでなく、表土も樹木もどの程度燃え
やすい状態に陥っているかを、統計的に、科学的な基礎から
知りたいという気持ちが初夢になりました。

●梅干しの思い出

夏の盛りが近い頃、黄色く実ったウメが大きなガラス瓶に
入れられ、店先に置かれている時期があります。かなりの量
ですが、最近の消費者なら、宅配で届けさせるでしょう。

自宅ではよく塩洗いをし、傷ものは除いて簀の子に並べ、
広げて水分を切ります。それに塩と紫蘇の葉などを入れて押
蓋をし、何日も寝かせば梅干しが出来上がります。

昔は各家庭でウメ干しを作ったものでした。ビワの実くら
いの大きさから苺くらいのものまであります。自家用なら混
ざっていても気にしませんが、商品だと粒を揃えています。

最近は、和歌山県の田辺で力を入れている「南高梅」が粒
が大きく（直径2～３cm）、味も良いというので、消費者の
評判がトップと考えていいでしょう。 (写真３)

子どもの頃、弁当は白いご飯の真ん中に大きな梅干しが一
つ埋まっている「日の丸弁当」が流行っていました。ご時世
ですが、白いご飯に合っていて、食事が進んだものです。

戦後の給食時代と違って、牛乳も味噌汁もありません。で
も弁当を持って行けるのは幸いでした。こんなことを覚えて
いる人は、米寿か卒寿を超えた人だけかもしれません。

世界的に、その土地の固有の味覚にしろ、臭覚にしろ、歴
史が古いものが多いのです。そしてそれは、その土地の気象
や気候に関連しているのではないでしょうか。
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(写真３) 大型の南高梅の梅干し
「和歌山県田辺の特産品、一粒の大きさも味も
優れている、執筆者が撮影」
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